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ROM化クライアントT4

モバイルソリューション

●画面転送型シンクライアント端末のＯＳとして通常WindowsＸＰをＲＯＭ化して使用す
　ることが可能です。Windowsで供給されているドライバーがそのまま使用でき、ドライ
　バーの変更なども簡単に設定できます。また、ＭｉｃｒｏＳｏｆｔオフィスアプリケーショ
　ンも使用でき、作業終了後、電源オフでデータは一切残りません。

特徴

データをダウンロードしても
電源オフでキャッシュも含め
データは残りません。
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通常のWindowsXPパソコンをROM化してRDP端末に !

ROM化クライアントをRDP(画面転送)用OSとして使用する利点
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●通常のWindowsXPの PCに RDPソフトをインストールし、その後ROM化してRDP端末として使用できます。
●Windowsのソフト、ドライバ、周辺機器がそのまま使用できます。
●Windowsアップデートも自動で行われます。　
●ウィルス対策ソフトのウィルスパターンファイルも自動変更されます。
●マイクロソフトオフィス（Excel、パワーポイント、ワード）のソフトが実記で使用できます。
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クライアントを
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WindowsXP-Embeddedでは、
●ドライバーの追加、変更、ソフトウェアの
　バージョンアップなどの変更がシステム管理者には難しい。
●ファイルをダウンロードした後マイクロソフトオフィス
　（Excel、パワーポイント、ワード）などのソフトが使えない。
●Windowsのアップデートなどは難しい。
●ウィルス対策ソフトのウィルスパターンの変更が難しい。

LinuxOSでは、
●Winddowsのドライバーが使えない為、
　通信カードが使えないことや、スキャナー、プリンターが
　使えないなどの制約がある。
●ドライバーの追加、変更、ソフトウェアの
　バージョンアップなどの変更がシステム管理者には難しい。
●ファイルをダウンロードした後マイクロソフトオフィス
　（Excel、パワーポイント、ワードなどのソフトが使えない。



１、RDP端末としてお使いのWindowsパソコンが使用できます。
２、PCの資産がそのまま生かせます。
　WindowsXPなどのOSが使用できるのでお使いのドライバーなどの資産がそのまま生かせます。例えばモバイルカードのドライバー、サウンドドライバーや
　Windowsの.netFlameWorksを使ったアプリケーションがそのまま使用できます。
３、端末のドライバーやアプリケーションの変更が簡単にできます。
　ROM化を解除すると通常のPCと同じ状態に戻りますので、アプリケーションの変更、ドライバーの追加などが通常のPCのメンテナンスのように変更が容易です。
４、限定したアプリケーションだけRDP仕様にできます。
　使い慣れたOutlookやOutlookExpressなどのメールアプリケーションのみをRDP仕様でサーバー上で実行し、通常のExcelやPowePoint、WordなどOfficeソ
　フトはダウンロードして実際のデータをそのまま使用することが可能です。

●T4エンタープライズ　クライアントソフト      型番T4E-CL 定価　５０，０００円
ROM化用インストールソフトです。ライセンスが与えられたPCにインストールするとクライアントがROM化されます。システムで一本必要となります。

●T4エンタープライズ　クライアントライセンス      型番T4E-R 定価　2０，０００円
クライアントにROM化のライセンスを与えるときに必要となります。USB型ライセンスキーとして販売されます。一本のUSBライセンスキーにオーダーされたライセンス数が入っています。

●T4エンタープライズ　解除キー       型番T4E-KEY 定価　2０，０００円
アプリケーションソフトの追加などで、ROM化を解除したいときに必要となります。ROM化を解除するPCのUSBに挿入して解除します。この解除キーか管理コンソールのどちらかで、ROM化を

解除して使用します。主にシステム管理者が使用します。

●T4エンタープライズ　管理コンソール      型番T4E-MC 定価 198，０００円
ネットワーク経由で、クライアントの管理を行います。ROM化されたクライアントのホスト名、IPアドレス、ROM化状態、ライトエミュレーションメモリの使用状況、メモリ残量が表示されます。またク

ライアントを指定してROM化の解除、シャットダウン、リブートがこの管理コンソールから行えます。

利　　　　点

Windowsサーバー２００８を使用したモデル

使い慣れたOutlookやOutlookEx-
pressなどのメールアプリケーション
のみをRDP仕様でサーバー上で実行
し、通常のExcelやPowePoint、
WordなどOfficeソフトはダウンロード
して実際のデータをそのまま使用する
ことが可能です。

Ｅｘｃｅｌやパワーポイントなどのファイルを通常のＰ
Ｃのようにダウンロードして使用しても、電源オフで
データは一切残りません。もちろん電源オフの前に
アップロードしておくことによりデータは社内サー
バーに残ります。

社内サーバーへ

インターネット

VPN

ＲＯＭ化されたＨＤＤ

Excelファイルなどはファイルを
ダウンロードして起動

Outlook Expressの
メールソフトだけRDPで使用

ファイルをダウンロード

モバイルROM化クライアント

安心
機能

PCがROM化状態でもWindowsのアップデートや
ウィルスパターンの更新は、シャットダウン時に自動で更新されます。

〒 340-0215　埼玉県北葛飾郡鷲宮町栄 1-14-5
TEL 0480-57-1721　FAX 0480-57-1064

◎お問い合わせは

※ 1 Windows,WindowsNT は、米国マイクロソフト社の米国およびその他の国における登録商標です。 
※ 2  その他の製品名は各社の商標、または、登録商標です。※ 3 改良のため予告なしに仕様の一部を変更す

ることがあります。

営業部

URL: http://www.rom-win.com E-Mail:user@rom-win.co.jp  


